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國
、
邦
也
、
几
日
凡
或
。
マ
品
m
さ
れ
て
ゐ
る
。

氾
、
國
也
、
以
邑
申
磐
Q

邦
國
雨
字
を
先
づ
説
文
に
就
て
之
を
見
る
に
、

丸

山

邦

國

雨

字

の

更
に
湖
つ
て
楠
文
を
見
る
に
、
呉
大
徴
の
説
文
古
桶
補
及
び
丁
佛
言
の
説
文
古
心
櫂
補
に
依
れ
ば
｀
邦
に
は
粋
五
江
、
抄
、
投
。

莉
深
、
芍
等
が
あ
る
。
中
の
形
は
古
の
封
の
字
で
、
＂
定
は
士
地
の
上
に
立
て
て

H
標
し
マ
J

し
た
物
の
形
マ
J

恩
は
れ
、
之
セ

傍
で
守
る
故
に
封
ご
苦
く
3

寸
の
心
福
文
は
哭
即
ち
左
手
で
あ
る
か
ら
従
っ
て
寸
を
守
る
ご
云
ふ
様
な
慈
味
に
な
り
、
小
皿

封
の
楠
文
に
沢
が
召
伯
虎
敲
に
あ
る
の
を
見
て
も
わ
か
る
。
従
っ
て
邦
の
碕
文
の
扁
の
形
は
封
で
、
造
り
は
邑
で
あ
る
か

ら
封
邑
を
邦
"
y
J

云
ふ
事
に
な
る
。
父
國
に
は
匿
｀
敬
｀
或
、

01、
式
ミ
卑
よ
哭
等
で
こ
の
巾
の
窮
五
番
目
に
於
て
小
闘
は

或
る
範
園
を
示
し
、
そ
の
下
の
一
は
士
地
を
示
す
0

即
ち
或
る
範
園
の
土
地
を
文
で
守
る
事
を
示
し
た
も
の
で
、
七
爵

目
な
ぐ
」
は
最
も
後
の
も
の
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
外
闘
も
や
は
り
園
み
を
示
し
た
も
の
で
あ
ら
う
Q

他
も
之
に
準
す
る
。

今
こ
の
雨
字
を
用
ひ
ら
れ
た
種
々
の
場
合
を
見
る
に
、
先
づ
邦
の
字
に
於
て
は
、
説
文
の
「
邦
國
也
L

の
他
に
、
圃

源
の
封
ご
通
用
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
で
、
害
が
に
「
邦
康
叔
、
邦
諸
侯
」
論
語
に
「
在
邦
域
之
巾
・
」
ご
あ
る
の
は
皆
こ
の
封

異

同

及

び

推

移

に

就

て

邦
國
雨
字
の
異
同
及
び
推
移
に
就
て

九
4

ハ

正

郎



邦
國
雨
字
の
晃
同
及
ぴ
推
移
に
就
て

掌
建
邦
之
六
典
↓
以
佐
元
治
邦
國

然
ら
ば
こ
の
邦
國
雨
字
の
闊
係
は
如
何
で
あ
る
が
ご
云
ふ
に
、
周
碍
家
宰
職
に
、

ご
あ
っ
て
そ
の
鄭
女
の
注
に
、

大
日
レ
邦
、
小
日
臼
國
、
邦
之
所
レ
居
亦
日
レ
國

マ
）
あ
る
が
、
鄭
空
の
意
で
は
、
こ
の
邦
國
マ
J

は
諸
侯
之
國
を
指
し
て
ゐ
る
の
で
、
彼
が
「
大
日
邦
、
小
日
國
、
」
マ
J

解
し

た
珂
由
は
、
唯
邦
の
字
が
上
に
あ
り
、
國
の
字
が
下
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
0

叉
そ
の
次
に
「
邦
之
所
居
亦
日
國
、
」
マ
J

云

ふ
の
は
、
此
の
僅
で
も
意
味
の
通
吐
ぬ
事
も
な
い
が
、
家
宰
の
初
め
に
訟
呻
干
建
國
」
マ
J

云
ふ
句
が
あ
る
か
ら
．
此
は

王
國
の
事
を
述
べ
た
も
の
で
、
従
っ
て
此
は
「
王
之
所
居
」
の
誤
で
は
な
い
か

r`
J

見
ら
れ
る
、
依
蘭
蜆
覗
の
買
公
彦
の

疏
に
、
一
本
に
は
。
斯
様
に
王
に
直
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
方
が
一
層
意
味
分
明
で
あ
ら
う
マ
JIll
心
ふ
°
要
す
る
に
、

に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

九
七

の
字
マ
J

の
通
用
で
あ
る
。
次
に
論
語
の
衛
霊
公
篇
に
「
碩
淵
問
玲
邦
」
マ
：
あ
ろ
様
に
、
邦
は
ま
た
天
下
マ
三
云
ふ
意
味
に

も
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

更
に
國
の
字
に
於
て
は
、
説
文
の
「
國
邦
也
ー
の
他
に
、
先
づ
第
一
に
諸
侯
の
國
"tJ

云
ぶ
意
味
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
ろ
塙

合
で
、
此
は
孟
子
離
婁
篇
に
、
「
皆
日
天
下
國
家
」
マ
J

あ
る
の
が
そ
れ
で
、
第
二
に
九
州
以
外
の
地
マ
J

云
ふ
意
味
に
用
ひ

ら
れ
た
も
の
に
は
、
尚
書
大
博
に
ニ
悶
梓
来
朝
粁
九
國
」
な
る
語
が
あ
る
。
第
一
―
一
に
天
子
の
都
す
る
所
を
國
ご
い
っ
た

例
は
、
碍
氾
蒋
運
に
、
「
國
有
訊
ご
さ
あ
る
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
。
尚
叉
國
字
マ
J

域
字
マ
J

が
同
用
さ
れ
る
の
は
原
の
字
形



諒
み
て
、
邦
の
字
は
雨
漢
を
通
じ
て
川
ひ
ら
れ
な
か
っ
た
＜
J

さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
漢
代
に
於
て
も
詩
準
口
の
純
文
の
字
ま

な
っ
て
来
て
．

終
に
は
邦
の
字
は
殆
ん
ぐ
如
加
を
歿
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
3

而
し
て
決
代
に
於
て
は
、
高
祖
劉
邦
の
名
を

に
亘
つ
て
見
る
に
、
最
も
古
代
は
邦
の
字
が
國
の
字
よ
り
も
逝
か
に
多
く
使
用
さ
れ
．

そ
れ
が
次
第
に
國
の
字
が
多
く

さ
て
邦
國
雨
字
の
古
代
の
用
法
が
如
何
に
推
移
し
た
か
を
主
日
観
、
的
経
、
論
語
、

大
序
、

中
Ji
．
孟
子
等
の
語
文
献

し
、
と
、

0

ー

し

ょ`

も
し
序
行
が
己
れ
の
僻
家
的
見
地
に
立
脚
し
た
る
附
秤
で
あ
る
か
ら
、

川
ひ
ら
れ
た
賞
時
の
直
へ
の
附
秤
が
或
は
他
に
あ
る
か

ご
あ
る
斯
の
如
く
邦
國
雨
字
の
解
秤
に
就
て
は
諮
説
が
あ
っ
て
一
致
し
な
い
が
、

n
k
i
7

こ
‘

rl
／
一
る
ー

此
等
の
説
は
皆
後
冊
の
一

邦
國
'tJ

連
ね
て
言
っ
た
場
人
口
は
諸
侯
の
時
を
指
し
、
限
に
國
'
y
J

の
み
言
っ
た
場
合
は
王
の
時
を
指
す
の
で
あ
る
°
而
し

て
こ
の
邦
國
の
雨
字
が
到
稲
的
に
用
ひ
ら
れ
た
時
は
別
々
の
餘
味
セ
打
ち
、
散
文
こ
し
て
用
ひ
ら
れ
た
時
に
は
雨
字
は

通
用
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
依
閲
蜆
脆
の
本
文
に
あ
る

圃
姓
大
國
。
異
姓
小
邦
、

な
る
文
は
，
帥
も
こ
の
後
の
場
人
1

で
あ
る
3

尚
周
禍
正
義
の
説
は
鄭
女
の
設
ご
小
界
が
わ
る
。

gIJ
ち
、

秤
文
引
子
江
云
、
國
天
子
諮
伏
所
レ
理
也
｀
邦
職
國
之
搬
．
珂
常
，
作
レ
治
．
瞥
佛
科
避
―
―
唐
諒
↓
改
レ
千
以
レ
闊
、

総
天
f
諮
伏
所
；
的
帥
邦
之
所
切
也
．
帷
邦
國
撓
、
則
不
レ
分
五
大
國
小
↓

y
」
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
又
欽
定
周
官
義
疏
に
は
、

邦
謂
主
國
一
也
．

r]11口
邦
國
、
則
兼
二
佼
國
↓
云
々
、

邦
國
雨
字
の
異
同
及
ぴ
推
移
に
就
て

九
八



邦
國
雨
字
の
異
同
及
ぴ
推
移
に
就
て

で
は
、
こ

Jゞ

さ
ら
に
改
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
後
洩
oJ
荻
也
の
芥
い
た
所
の
石
純
の
人
＇
文
向
得
般
庚
の
篇
に
言

介
予
賄
試
以
如
茫
竺
定
廠
邦
―

ご
あ
る
等
を
見
て
も
知
ら
几
る
所
で
あ
る
0

故
に
介
欅
げ
た
る
糾
湘
に
就
て
、
富
時
に
於
て
邦
國
雨
字
の
用
法
が
妍
何

に
推
移
し
た
か
ご
云
ふ
事
を
見
得
る
で
あ
ら
う
マ
J

息
ふ
。

介
此
の
用
法
の
推
移
を
見
る
総
め
に
、
時
代
の
古
い
も
の
よ

b
考
察
す
る
に
、
先
．
つ
害
翻
に
於
て
は
、
之
を
今
文
詢
害

に
取
b‘

偽
古
文
小
InJ
托
い
も
併
せ
て
怠
照
す
れ
ば
、
第
一
に
介
文
府
t
"
に
於
て
は
、

澳

古

夏

北

ヽ

k
 

邦

四

字

國ヽ
価
~
無

ご
い
ふ
結
果
が
現
は
れ
て
、

艇
杵
――-＊ 
無

麻
害

無七
字

周
翡
四
五
＊

二
五
字

t
 

吾

u

五
入
字

二
五
字

九
九

邦
の
家
の
方
か
客
叫
に
多
く
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
し
ま
に
偽
古
文
肉
贅
に
就
て
見
れ
ば
、

蒻
害U
字

-
U
 

無

夏
古

邦

四

’

ず

國

無

ゞ
こ
い
ふ
結
果
が
現
は
れ
、
斯
の
如
く
、
今
文
、

周上曰
二
二
字

六
＊

計四一―-＊

六
＊

偽
古
文
を
通
じ
て
知
り
得
る
事
は
、
國
の
字
が
用
ひ
ら
れ
た
の
は
、
周

代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ
云
ふ
哨
で
あ
る
。
尚
書
純
全
体

Jゞ

し
て
之
を
見
れ
ば
、

十
プ

1
0
1
*
 

マJ
な
り
、
邦
の
字
が
國
の
字
よ
り
遥
に
多
く
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
事
が
わ
か
る
で
あ
ら
う
。

國

三
一
字



ー十
プ

で
。
中
浦
に
於
て
は
，

邦

無

國

-
0所

―――-* 

二
所

二
字

1
0所

二
六
＊

の
材
料
さ
さ
れ
た
為
め
に
詩
純
の
詩
の
字
句
に
常
時
の
字
句
の
用
法
が
大
に
影
褥
を
典
へ
て
ゐ
ろ
事
は
確
か
で
あ
ら
う
‘

か
ら
、
従
っ
て
字
句
の
川
法

t
云
ふ
如
ぎ
間
題
を
取
扱
ふ
場
合
に
は
，
詩
親
は
常
然
沖
緑
よ
b
可
な
り
後
代
の
も
の
こ

し
て
、

；
 
J
 
國

ご
云
ふ
結
果
が
現
は
れ
、

邦

査
料
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
°
詩
紅
の
本
文
に
於
て
、

雅
-_＼＇-＇、

小

雅

大

雅

一

四

字

一

六

＊

八
字
一
二
四
＊

國
風
五
＊
八
＊

七
所

ご
な
っ
て
，

月

-
八ム＼
 
魯
頌
五
＊-＊ 

周
頌
四
’
f

無

大
体
に
於
て
雨
字
は
同
じ
程
度
に
用
ひ
ら
れ
た
ご
見
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

も
の
マ
J

し
て
論
語
セ
見
る
に
、

t
 

＝三
JiJ

q
¥
＊
 

n
"
r
I
 

-
0
ウ

ナ

國

著
し
く
邦
の
字
が
減
少
し
て
き
て
ゐ
る
。
近
に
降
つ
て
、
大
學
、
巾
庸
に
就
て
見
る
に
，

國

六四
〇七"
叶

字字

延
に
孔
子
直
後
の

大
堺
に
於
て
は
、

こ
の
雨
字
の
用
法
は
ぐ
L

う
か
ご
云
ふ
に
、

れ
て
ゐ
た
事
は
疑
な
い
事
で
、

常
時
は
既
に
春
秋
の
末
期
で
あ
り
、

且
つ
孔
子
が
詩
を
以
て
門
弟
子
達
に
到
す
る
放
育

る
が
、
詩
親
の
詩
一
一
丙
＂
餘
篇
は
、

孔
子
が
鴨
定
し
た
か
、
或
ぱ
然
ら
ざ
る
か
の
論
な
く
、
礼
子
の
昨
代
に
於
て
附
歌
唱
さ

芥
経
の
文
は
、

古
代
の
各
時
代
に
於
け
ろ
右
史
の
記
録
の
逍
存
し
た
る
も
の
で
、

孔
子
よ
b
箔
か
前
代
の
遺
文
で
あ

邦
國
雨
字
の
異
同
及
ぴ
推
移
に
就
て

1
0
0
 



邦
國
雨
字
の
異
同
及
ぴ
推
移
に
就
て

で
は
な
か
ら
う
か
°
若
し
高
胤
の
名
を
諒
み
し
も
の
n
f
J

す
れ
ば
、

1
0
 

武
帝
時
代
の
人
な
る
司
馬
遷
の
史
記
周
本
記
に
、

漢
代
の
避
諒
に
闊
す
る
所
は
そ
の
拙
る
所
の
例
證
か
歯
弱
で
あ
る
。

故
に
渫
代
に
劉
邦
の
邦
の
字
は
諒
ま
な
か
っ
た
の

未
だ
避
諌
の
法
が
な
か
つ
だ
事
は
禍
氾
に
見
ね
て
ゐ
る
0

燕
京
學
報
に
川
た
る
陳
垣
の
史
諒
學
例
な
る
]SUMI

文
が
あ
る
か
、

祖
劉
邦
の
名
の
邦
を
諒
み
し
Y
J

不
口
こ
に
拘
ら
ず
、

既
に
営
時
は
邦
の
字
を
使
は
な
か
っ
た
り
で
あ
る
。

否
漢
代
に
て
は

り
國
字
多
く
用
ひ
ら
れ
る
に
至

b‘

孔
子
時
代
を
塙

H
こ
し
て
、
途
に
鳳
の
字
の
方
が
多
く
用
ひ
ら
る
様
に
な
っ
た
も

の
ご
見
倣
さ
れ
る
3

小
回
春
秋
の
統
文
に
於
て
は
、
邦
國
雨
字
共
用
ふ
る
所
な
く
、
又
左
博
に
於
て
は
邦
の
字
殆
ん
ぐ
と
な

く
、
國
の
字
は
至
る
所
に
見
受
け
る
。

斯
る
朕
態
で
戦
國
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
向
一
層
邦
の
字
は
川
ひ
ら

nす
｀
國
の
字
の
み
川
ひ
ら
れ
る
様
に
な
っ
て

ゐ
た
の
で
、
こ
れ
は
春
秋
戦
國
時
代
の
所
謂
ク
ニ
が
周
の
極
盛
時
代
及
び
そ
れ
以
前
OJ
所
謂
ク
ニ
な
る
も
の
ゞ
一
、
形
態

糾
織
等
が
紐
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ら
う
か
3

兎
に
角
．
斯
の
如
き
邦
國
二
字
の
使
ひ
方
の
逹
ひ
か
ら
、
そ
れ
が
腎
慣
的
川

法
Jゞ

な
り
、
秦
を
翻
て
淡
代
に
入
っ
て
は
、
最
早
殆
ん
ぐ
ヒ
邦
字
は
川
ひ
ら
れ
な
か
っ
た
マ
J

見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
漢
の
高

代
を
親
る
に
随
ひ
、

初
め
特
に
周
代
に
入
ら
ざ
る
以
蔚
は
邦
の
字
が
最
も
多
く
用
ひ
ら
れ
た
の
が
、

次
第
に
周
代
に
入

邦
の
字
は
殆
ん
ざ
稀
に
し
か
用
ひ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
0

斯
の
如
く
芯
．
油
：
論
語
、
大
學
、

Ill雁
孟

f
マJ
時

マJ
な
っ
て
ゐ
て
、
こ
の
邦
の
二
字
の
内
、

邦

二
所

二
字

國

九

四

所

マJ
な
っ
て
ゐ
る
0

而
し
て
更
に
時
代
を
郷
た
も
の
マ
J

し
て
、
孟
子
の
北
口
に
於
て
は
、

―
つ
は
詩
翻
よ
り
引
川
し
た
所
（
詩
云
周
雖
れ
口
邦
共
命
維
新
）
で
あ
る
か
ら
、

―ニ――-*



先
王
之
制
、
邦
内
畿
服
、
邦
外
侯
服
、

ご
邦
字
を
用
ひ
て
あ
る
の
は
如
何
な
も
の
か
。

之
に
反
し
て
、
サ
れ
し
悦
代
に
於
て
、
邦
の
字
が
避
諒
の
字
で
な
か
っ
た
こ
す
れ
ば
、
老
子
下
揺
第
五
十
四
章
に
、

脩
ら
芋
國
↓
其
徳
乃
豊
、

な
る
文
に
於
て
國
は
避
講
の
字
で
あ
る
邦
の
改
め
ら
れ
た
も
の
な
り
マ
J

す
る
老
子
焚
の
説
は
誤
で
、
始
め
よ
り
國
の
ま

ヽ
で
あ
っ
た
マ
J

見
倣
さ
れ
る
。
而
し
て
老

f
の
文
は
押
迩
叫
の
文
で
あ
る
か
ら
、
段
玉
裁
が
そ
の
著
古
文
狗
青
撰
異
に
於

て
云
へ
る
如
く
に
、
國
の
字
ご
翌
の
字
マ
）
は
同
韻
の
字
マ
J

な
る
。
而
し
て
こ
の
二
字
の
字
韻
は
、

K
音
及
び
h
昔
で
あ

る
か
、

K
、
h
雨
立
日
は
共
に
咽
瑣
よ
り
出
る
年
日
で
、
こ
れ
も
片
は
同
じ
移
笠
n
で
あ
っ
た
も
の
A

髪
異
で
あ
る
ご
見
倣
さ

れ
ろ
故
、
結
局
國
<
J

呻ば
J

は

M
年
日
の
字
ご
な
り
豊
ご
圃
音
の
字
な
る
邦
ざ
國
こ
は
必
然
同
立
"
O
J
字
で
総
め
に
、
邦
國
雨

字
が
通
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
0

こ
の
間
遁
は
史
に
今
後
の
古
韻
の
研
究
の
狡
展
に
依
つ
て
解
決

さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

府
又
周
需
小
司
徒
之
職
の

乃
分
地
域
一
面
鼎
比
a
J
云
々

の
鄭
女
の
注
に
、

故
心
レ
城
窃
混
介
、

杜
子
作
云
、
嘗
伝
り
＞
域

ご
あ
っ
て
、
域
は
帥
図
或
の
字
或
は
帥
ち
園
の
字
で
あ
る
か
ら
、

證
拙
こ
も
な
ら
う
か
マ
J

朽
へ
ら
れ
る
Q

（完）

邦
國
雨
字
の
異
同
及
ぴ
推
移
に
就
て

此
も
亦
圃

Jゞ

邦
ご
が
古
代
に
於
て
通
用
ぅ
れ
た
る
の

1
0
1
 


